
序

肺がん薬物療法の進歩は目覚ましく，分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬の導

入によって治療選択肢は大きく拡がった．一方で，薬物療法の実践は単にレジメンを選

択するだけでは成り立たない．患者の併存疾患，臓器予備能，副作用，合併症，さらに

は治療継続性や生活背景までを踏まえ，最適な治療強度とマネジメントを検討する必要

があり，臨床現場の意思決定はますます複雑化している．本書は，肺がん薬物療法を

「実装する際の困りごと」に焦点を当て，標準治療の解説に留まらず，エビデンスの乏

しい領域や難症例，副作用への対応，併存症を抱える患者への工夫といった，教科書だ

けでは学びにくい知見を体系化することを目的とした．

肺がん診療に携わる医師の裾野は広がり，呼吸器内科・腫瘍内科のみならず，呼吸器

外科や他領域の臨床医も薬物療法に関わる機会が増えている．そうした多様な読者に対

して，実践的な視点から治療戦略を整理し，意思決定の引き出しを増やすことは喫緊の

課題と考えられる．とりわけ，副作用・併存症のマネジメントは教える機会が限られな

がらも診療の質を大きく左右し，患者アウトカムに直結する要素である．最新ガイドラ

インや臨床試験の結果に基づきつつ，現場の経験知を言語化することは，若手医師の育

成にも寄与するであろう．

本書の特徴は，難症例に対する考え方や周辺情報を豊富に取りあげた点にある．ま

た，情報の変化が速い領域に対しては適宜更新できる仕組みを用意し，知識を継続的に

アップデートすることを意図した．肺がん薬物療法に携わる読者が，目の前の患者をよ

りよく支えるための実践知を獲得し，診療の質が一段高くなることを願って本書を刊行

する．
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